
【資料１】 

 

東温市地域公共交通網形成計画策定調査業務にかかる 
プロポーザル実施結果について 

 

 

１．受託事業者 

  株式会社バイタルリード（島根県出雲市荻杼町２７４番地２） 

 

２．契約期間 

  平成２７年８月１２日～平成２８年３月２５日 

 

３．契約額 

  ４，６４４，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

  ※提案限度額４，６９８千円（消費税及び地方消費税を含む） 

 

４．契約までの流れ 

平成２７年６月２９日(月)    ◇平成２７年度第１回協議会開催 

                  ・評価委員会の設置 

                 ◇第１回評価委員会開催 

                  ・プロポーザル実施要領、仕様書の決定 

 

 ６月３０日(火)～７月１０日(金) ◇プロポーザル実施要領・仕様書のＨＰ公開 

                  ・参加意向申出書の受付期間 

                  参加意向申出書提出数…２社 

 

 ７月２７日(月)～８月４日(火)  ◇企画提案書の提出期間 

                  

 

    ８月６日(木)       ◇第２回評価委員会開催 

                  ・プレゼンテーションの実施 

                  ・事業者の選定 

 

    ８月１２日(水)      ◇契約締結 

 

 



東温市における地域公共交通の取り組みの評価 

目標 事業概要 実施内容 事業の評価 
サービス供給

目標 
検証 目標の達成状況 

 
 
 

基幹交通と 
生活交通の 

連携強化 

交通結節点の機能強化 
（横河原駅） 
 

・駅前広場車両進入路の 
 確保 

・利用動線の整理 

 ■駅前広場のロータリー化     平成23年9月30日完成 
 

 ■駅舎のバリアフリー化  平成28年2月末供用開始予定 
 

 ■横河原駅周辺の整備               平成27～28年度実施 

計画どおりに事業が実施し
されている。 
 
 
 

目標Ⅰ 
 

結節点におけ
る乗り継ぎの
満足度の 
向上 

■検証方法 
交通結節点でのアンケート調査（乗り継ぎの満足度 など） 
 

■検証結果 
【路線バス乗り継ぎの満足度】 
 

 
                        Ｈ22.9：移動に関するアンケート調査 
                          Ｈ24.9：市内バスの取り組みに関する  
                                アンケート調査 
 
 

（参考）Ｈ25.8：山間部を対象とした住民アンケート調査 
 【乗換の満足度】  バスと鉄道：37％   バスとバス：29％ 

全ての地域で満足度が向
上しており、取組みが満足
度の向上に寄与している。 

乗り継ぎ環境の改善 
（川内営業所） 
 

・交流機能を持つ待合空間と 

 しての活用 

 ■川内バスターミナル新築（平成24年1月） 
    ・待合室の整備 
    ・多目的トイレの設置 
    ・木製ベンチの設置 

計画どおりに事業が実施さ
れている。 

 
各地域に 
適した 
公共交通 
サービス 
の提供 

 

定時定路線運行の維持 【平成23年10月～】 
  山間バス路線で試験運行を実施 
  （運行ダイヤ見直し･増便、上林線の新設） 
 

【平成25年度】 
  試験運行の評価を実施 
  PDCAサイクルで継続的な見直しを行うフローを作成 
 

【平成26年10月】 
  山間路線において利用状況に応じて運行内容の見直し  
  の実施（利用が非常に尐ない便の減便） 

計画どおりに事業が実施さ
れている。 
実施した事業の評価を行い、
評価結果に基づいたバス路
線見直しの「基本的な考え
方」「見直しフロー」「バス廃
止後のおでかけ交通構築
方針」を策定した。 

目標Ⅱ 
 

山間部におけ
る路線バスの
利便性向上 

 

■検証方法 
 ・住民へのアンケート調査（公共交通利用の満足度） 
 ・バス路線の乗降客数調査 
 
 

■検証結果 
【運行本数の満足度】 
 

 

                                     Ｈ22.9：移動に関するアンケート調査 
                                            Ｈ24.9：市内バスの取り組みに関する  
                                      アンケート調査 
 
 

 

（参考）Ｈ25.8：山間部を対象とした住民アンケート調査 
  ・運行本数の満足度 29％  
  ・自動車を利用できない人の生活が便利になった：43.8％ 
  ・送迎の手間が減った：16.8％  ・自分の生活が便利になった：22.1％ 
 

全ての地域で満足度が向
上しており、取組みが利便
性向上に寄与している。 
 

利用しやすい路線･ダイヤの
設定 （山間部） 
 

・運行ダイヤ見直し･増便、新  
 規路線（上林線） 等 

利用しやすい車両の導入 
・低床バスの導入、 
 小型バスの導入 等 

 試験運行にあわせ、ノンステップバス導入 
計画どおりに事業が実施さ
れている。 

市内循環バスの検討 
 【平成23年度】 
市内循環バスについて検討する市民参加のワークショップ
を開催（全7回） 

計画に基づき検討を実施。
※検討の結果、循環バスと
いう形にこだわらず、既存路
線のネットワーク化を進めて
いく。 

公共交通の 
 重要性の 
意識の醸成 

 
 
 
 
 

公共交通に関する 
情報の提供 
 

公共交通マップの作成･配布 

等 

 【平成24年2月】「東温市公共交通マップ」作成・配布          
               （5,000部） 
 

 【平成26年10月】「東温市公共交通便利帳」作成・配布  
               （15,000部） 

計画どおりに事業が実施さ
れている。 

目標Ⅲ 
 

公共交通マッ
プの配布等に
よる公共交通
に対する認知
度・関心度の

向上 
 

■検証方法 
 住民のアンケート調査 
   ① 公共交通の認知度     
   ② 外出時の移動手段の分担率 
   ③ 公共交通利用での外出頻度 
 
■検証結果 

① 公共交通の認知度  
    【Ｈ24.9：市内バスの取り組みに関するアンケート調査】 
   市内バス路線の取り組みを知っている人の割合 
    
 
 
 
 
 

  【Ｈ25.8：山間部を対象とした住民アンケート調査】 
   市内バス路線の運行内容改善を知っている人：56％ 
 
② 外出時の移動手段の分担率 
③ 公共交通利用での外出頻度 
  【Ｈ25.8：山間部を対象とした住民アンケート調査】 
       路線バス再編により外出頻度が増加した人： 22.8％ 
 
 
 
 

外出頻度が増加した人が
22.8％と、路線バス再編、ま
たそれにともなう情報周知
等による効果が認められ、
取組みが認知度・関心度の
向上に寄与している。 

公共交通利用のキッカケの
提供 
 
交通まちづくり学習の実施、 
バス試乗会イベントの実施 
等 

 
 
 

【平成23年度】 
   ・平成24年2月から広報とうおんに「公共交通ニュース」を 
  連載開始 
 

 【平成24年度】 
   ・小学生バスの絵コンテスト 
   ・小学生エコ交通まちづくり学習 
   ・路線バスの乗車体験イベント 
 

 【平成25年度～】 
   ・バスの乗り方教室の実施 
 

 【平成26年度】 
   ・交通まちづくりワークショップ（全2回） 
   ・地域のおでかけ手段を考える勉強会 
   ・住民主体の取り組みを考える勉強会 

計画どおりに各種イベント
が継続的に実施されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マイレール･マイバス意識の
醸成 
 

地域児童の絵画の車内掲示、 
サポーター制度の導入、 

地域ボランティアによる美化
清掃 等 

 【平成24年】 
     ・3月～4月：バスの絵コンテスト入賞作品の車内展示 
 

 【平成26年度】 
    ・バス応援団認定制度の創設 
  ・おでかけ交通利用促進活動助成 
   事業の創設 

ボランティアの美化清掃以
外は、概ね事業が実施され
ている。 

幹 

枝 

葉 

Ｈ22 Ｈ24

重信中心部 11% 19%
重信山間部 11% 24%
川内中心部 14% 25%
川内山間部 6% 31%

Ｈ22 Ｈ24
重信中心部 15% 19%
重信山間部 11% 21%
川内中心部 15% 32%
川内山間部 10% 44%

↑ 
↑ 
↑ 
↑ 

↑ 
↑ 
↑ 
↑ 

Ｈ24
重信中心部 70%
重信山間部 72%
川内中心部 82%
川内山間部 82%

【資料２】 



東温市における地域公共交通の 

取り組みの評価 

平成２７年１１月１２日 

東温市地域公共交通活性化協議会 
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【資料３】 
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東温市の地域公共交通に係る計画の概要 

 
 H23～25年度 各種取り組み 
 
 
 
 
 H26～27年度  新しい取り組み 
 

東温市都市計画マスタープラン 東温市第１次総合計画 

東温市地域公共交通総合連携計画（H23年3月策定） 

 
総合連携計画の 
・取り組みの評価・検証 
・2年間の具体的取り組みの計画 

東温市地域公共交通活性化プラン 
（H26年2月策定） 

東温市地域公共交通網形成計画
（H28年3月策定予定） 

東温市人口ビジョン、総合戦略 

東温市第２次総合計画 

（H27策定） 



東温市地域公共交通総合連携計画の基本方針 

3 



東温市地域公共交通総合連携計画の目標 
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目標と事業の概要 

目標 事業概要 

幹 
基幹交通と生活交通の
連携強化 
 

 交通結節点の機能強化（横河原駅） 
  ：駅前広場車両進入路の確保、利用動線の整理 

 乗り継ぎ環境の改善（川内営業所） 
  ：交流機能を持つ待合空間としての活用 

枝 

各地域に適した 
公共交通サービスの 
提供 
 

 定時定路線運行の維持 

 利用しやすい路線･ダイヤの設定（山間部） 
  ：運行ダイヤ見直し･増便、新規路線（上林線） 等 

 利用しやすい車両の導入 
  ：低床バスの導入、小型バスの導入 等 

 市内循環バスの検討 

葉 
   

公共交通の重要性の 
意識の醸成 

 公共交通に関する情報の提供：公共交通マップの作成･配布 等 

 公共交通利用のキッカケの提供：交通まちづくり学習の実施、   
 バス試乗会イベントの実施 等 

 マイレール･マイバス意識の醸成 
  ：地域児童の絵画の車内掲示、 
   サポーター制度の導入、 
   地域ボランティアによる美化清掃 等 
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目標と事業実施状況一覧 
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  目標 事業概要 実施内容 

幹 
 基幹交通と 
生活交通の 
連携強化 

 交通結節点の機能強化 
 （横河原駅） 
 ・駅前広場車両進入路の確保 
 ・利用動線の整理 

 ・駅前広場のロータリー化  
    平成23年9月30日完成 
  ・駅舎のバリアフリー化 
    平成28年2月末供用開始予定 
 ・横河原駅周辺の整備 
    平成27～28年実施 

 乗り継ぎ環境の改善 
 （川内営業所） 
 ・交流機能を持つ待合空間と 
  しての活用 

 川内バスターミナル新築（平成24年1月） 
  ・待合室の整備 
  ・多目的トイレの設置 
  ・木製ベンチの設置 

枝 
各地域に適した 

公共交通サービス
の提供 

 定時定路線運行の維持 

 平成23年10月から山間路線の試験運行開始 
 その後、活性化プランで評価・見直しのフローを作成し、 
 継続的な見直し 

 利用しやすい路線･ダイヤの 
 設定（山間部） 
 ・運行ダイヤ見直し･増便、 
  新規路線（上林線） 等 

 利用しやすい車両の導入 
 ・低床バスの導入、 
  小型バスの導入 等 

 試験運行にあわせ、ノンステップバス導入 

 市内循環バスの検討 
 平成23年度： 
 市内循環バスについて検討する 
 市民参加のワークショップを開催（全7回） 
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  事項 事業概要 実施内容 

葉 
 公共交通の 
 重要性の 
意識の醸成 

 公共交通に関する情報の提供： 
 公共交通マップの作成･配布 等 

 ①平成24年2月「東温市公共交通マップ」作成・配布 
   （5,000部） 
 ②平成26年10月「東温市公共交通便利帳」作成・配布 
   （15,000部） 

 公共交通利用のキッカケの提供： 
 交通まちづくり学習の実施、 
 バス試乗会イベントの実施 等 

 ①平成23年度 
  ・平成24年2月から広報とうおんに「公共交通ニュー 
   ス」を連載開始 
 ②平成24年度 
  ・小学生バスの絵コンテスト 
  ・小学生エコ交通まちづくり学習 
  ・路線バスの乗車体験イベント 
 ③平成25年度～ 
  ・バスの乗り方教室の実施 
 ④平成26年度 
  ・交通まちづくりワークショップ（全2回） 
  ・地域のおでかけ手段を考える勉強会 
  ・住民主体の取り組みを考える勉強会 

 マイレール･マイバス意識の醸成 
 ・地域児童の絵画の車内掲示、 
  サポーター制度の導入、 
  地域ボランティアによる美化清 
  掃 等 

 平成24年 
 ・3月～4月：バスの絵コンテスト入賞作品の車内展示 
 
  平成26年 
 ・4月：バス応援団認定制度の創設 

整備方針と事業実施状況一覧 



① 幹 基幹交通と生活交通の連携強化 

■ 交通結節点の機能強化（横河原駅） 

 ●実施事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●事業の評価 

 計画に基づき事業が実施されている。 

 

 
8 

横河原駅前広場 

① 駅前広場のロータリー化 

    ＞ 平成23年9月30日完成 

② 駅舎のバリアフリー化（伊予鉄道） 

 ＞ 平成28年2月末 供用開始予定 

③ 駅周辺整備（東温市） 

    ＞ 平成27～28年度実施 



■乗り継ぎ環境の改善（川内営業所）  

 ●実施事業 
① 川内バスターミナル新築（平成24年） 

   ・ 待合室の整備 

   ・ 多目的トイレの設置 

   ・ 木製ベンチの設置 

 

 

 

 

 

 
  ●事業の評価 

  ・ 計画に基づき事業が実施されている。 

 

 

川内バスターミナル外観 

待合室 木製ベンチ 

9 

① 幹 基幹交通と生活交通の連携強化 



各地域に適した公共交通サービスの提供 

■定時定路線運行の維持 

■利用しやすい路線・ダイ
ヤの設定（山間部）  

 ●実施事業 
 

平成23年10月 
山間路線の試験運行開始 
 

 ・運行ダイヤ見直し 
 ･増便 
 ・新規路線（上林線）  等 
 
 
平成26年２月 

活性化プランで評価・見直しフ
ローを作成してPDCAサイクル 
で継続的な見直し 
   

 

 

10 

② 枝 

森松横河原線：6往復 

松瀬川線：3往復 
滑川線 

：4.5往復 

河之内線 
：4往復 

井内線 
：3往復 

川内線：平日31往復 
    土日祝29往復 

予約制乗合タク
シー運行区域 

現在の運行状況（Ｈ27.10現在） 



山間路線の運行内容 
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各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 

H21年5月～H23年9月 H23年10月～H26年9月

運行日 毎日 毎日

運行便数
【平】川内方面発29便/川内方面行き32便
【土】川内方面発27便/川内方面行き29便
【日祝】川内方面発24便/川内方面行き25便

【平】川内方面発30便/川内方面行き32便
【土】川内方面発28便/川内方面行き30便
【日祝】川内方面発27便/川内方面行き28便

運行内容 ・さくらの湯発着便の増便

運行日 月～土曜日 月～土曜日

運行便数
【平】海上発5便/海上着4便
【土】海上発4便/海上着3便

【平土】海上発5便/海上着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・土曜日の運行便数増

運行日 月～土曜日 月～土曜日

運行便数 【平土】白猪滝口発4便/白猪滝口着3便 【平土】白猪滝口発5便/白猪滝口着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・運行便数増

運行日 月～金曜日 月～土曜日

運行便数 【平】松瀬川発2便/松瀬川着2便 【平土】松瀬川発4便/松瀬川着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・土曜日の運行開始
・運行便数増

運行日 月～土曜日 月～土曜日

運行便数 【平土】井内北間発4便/井内北間着4便 【平土】井内北間発5便/井内北間着5便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・運行便数増

運行日 毎日 毎日

運行便数
【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

運行内容

上林線 運行日 -
新設
・運行便数：上林発4便/上林着4便
・運行日：月～土曜日

森松
横河原線

川内線

滑川線

河之内線

松瀬川線

井内線



■市内循環バスの検討 

  ●実施事業 
平成23年度に市内循環バスについて検討する 
市民参加のワークショップを開催（全7回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●事業の評価 
  検討の結果、循環バスの導入は見送り、既存路線のネットワーク化を
図っていく。 
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各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 



■路線バス見直しのフロー 
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山間地域のバス路線の再編 

各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 

活性化プランでの実施事業 



■再編後の公共交通網 

  （平成26年10月～） 
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山間地域のバス路線の再編 

各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 

活性化プランでの実施事業 

山間路線において利用状況に 

応じて運行内容の見直しの実施 

（利用が非常に尐ない便の減便） 

 

 

 

森松横河原線：6往復 

松瀬川線：3往復 
滑川線 

：4.5往復 

河之内線 
：4往復 

井内線 
：3往復 

川内線：平日31往復 
    土日祝29往復 

予約制乗合タク
シー運行区域 

現在の運行状況（Ｈ27.10現在） 



■再編後の公共交通網 
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山間地域のバス路線の再編 

各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 

活性化プランでの実施事業 

H21年5月～H23年9月 H23年10月～H26年9月 H26年10月～

運行日 毎日 毎日 毎日

運行便数
【平】川内方面発29便/川内方面行き32便
【土】川内方面発27便/川内方面行き29便
【日祝】川内方面発24便/川内方面行き25便

【平】川内方面発30便/川内方面行き32便
【土】川内方面発28便/川内方面行き30便
【日祝】川内方面発27便/川内方面行き28便

【平】川内方面発30便/川内方面行き32便
【土】川内方面発28便/川内方面行き30便
【日祝】川内方面発27便/川内方面行き28便

運行内容 ・さくらの湯発着便の増便
・湯谷口系統の廃止
・川内グリーンタウン系統：
　さくらの湯経由なし

運行日 月～土曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数
【平】海上発5便/海上着4便
【土】海上発4便/海上着3便

【平土】海上発5便/海上着4便 【平】海上発5便/海上着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・土曜日の運行便数増

・土曜日運休

運行日 月～土曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数 【平土】白猪滝口発4便/白猪滝口着3便 【平土】白猪滝口発5便/白猪滝口着4便 【平】白猪滝口発4便/白猪滝口着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・運行便数増

・土曜日運休
・平日減便

運行日 月～金曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数 【平】松瀬川発2便/松瀬川着2便 【平土】松瀬川発4便/松瀬川着4便 【平】松瀬川発3便/松瀬川着3便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・土曜日の運行開始
・運行便数増

・土曜日運休
・平日減便

運行日 月～土曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数 【平土】井内北間発4便/井内北間着4便 【平土】井内北間発5便/井内北間着5便 【平】井内北間発3便/井内北間行き3便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・運行便数増

・土曜日運休
・平日減便

運行日 毎日 毎日 毎日

運行便数
【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

運行内容

上林線 運行日 -
新設
・運行便数：上林発4便/上林着4便
・運行日：月～土曜日

路線バスの運行終了
予約制のりあいタクシーの導入

森松
横河原線

川内線

滑川線

河之内線

松瀬川線

井内線



■事業の評価 
 ●路線の利用者数 

 

 

 

 

 

 

 ●1便あたり平均利用者数 
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※上林線はH23年10月 
～H26年10月まで運行 

山間地域のバス路線の再編 

各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 

活性化プランでの実施事業 

0

5
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30

35

40

45

H23年9月 H23年11月 H24年3月 H24年7月 H25年1月 H26年5月 H26年11月 H27年5月

一日あたり平均乗降者数

滑川線 河之内線 松瀬川線 井内線 上林線（人）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H23年9月 H23年11月 H24年3月 H24年7月 H25年1月 H26年5月 H26年11月 H27年5月

1便あたり平均乗降者数

滑川線 河之内線 松瀬川線 井内線 上林線（人）



■事業の評価（まとめ） 

 ●試験運行を実施した。 

 ●利用状況、スクールバス利用等の状況に基づき、バス路線見直し
の「基本的な考え方」「見直しフロー」「バス廃止後のおでかけ交通構
築方針」を策定し、再編を実施した。 

 

 ●今後も見直しフローによる継続的な見直しを行うものとしている。 
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山間地域のバス路線の再編 

各地域に適した公共交通サービスの提供 ② 枝 

活性化プランでの実施事業 



■公共交通に関する情報の提供：公共交通マップの 
  作成･配布 等 
  ●実施事業 

  ・平成24年  2月「東温市公共交通マップ」作成・配布（5,000部） 
  ・平成26年10月「東温市公共交通便利帳」作成・配布（15,000部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ●事業の評価 

  わかりやすいマップ等の情報提供冊子を定期的に作製し、配布を行った。 
 
 

 

 

 

H26年度作成：東温市公共交通便利帳（表紙・乗り方案内） H23年度作成：東温市公共交通マップ（表面） 
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公共交通の重要性の意識の醸成 ③ 葉 



■公共交通利用のキッカケの提供： 
  交通まちづくり学習の実施、バス試乗会イベントの実施  

  ●実施事業 
 【平成23年度】 
   ・平成24年2月から広報とうおんに 
    「公共交通ニュース」を連載開始 
   ・東温市公共交通マップの作成・配布 
 

   【平成24年度】 

     ・市内小学生を対象としたバスの絵コンテスト 

       ・市内小学生を対象としたエコ交通まちづくり学習 

       ・路線バスの乗車体験イベント（継続実施） 

  

 

 

 

 

 

▲広報とうおんへの掲載例 
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公共交通の重要性の意識の醸成 ③ 葉 



  ●事業の評価 
  各種イベントを継続的に実施している。 
 

 

 

 

 

 

【平成25年度～】 

    ・バスの乗り方教室の実施 

【平成26年度】 

     ・交通まちづくりワークショップ（全2回）の開催 

       ・地域のおでかけ手段を考える勉強会の開催 

       ・住民主体の取り組みを考える勉強会の開催 
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公共交通の重要性の意識の醸成 ③ 葉 



■マイレール･マイバス意識の醸成等 
      ：地域児童の絵画の車内掲示、サポーター制度の導入、 
        地域ボランティアによる美化清掃 等 
   ●実施事業 

  ・市内小学生を対象としたバスの絵コンテスト 
   入賞作品の車内展示（平成24年度） 
  ・山間部ワークショップの開催 
        （滑川、河之内、奥松瀬川、西谷、上林の５地区） 
      ・公共交通活性化に取り組む地域団体への助成制度の創設 
      ・バス応援団認定制度の創設 

 

 

 

 

  ●事業の評価 
      ・ボランティアの美化清掃以外は、 
   概ね事業の実施を行った。 

  ・市民団体との協働を進めた。 
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公共交通の重要性の意識の醸成 ③ 葉 



サービス供給目標 

サービス供給目標 

目標Ⅰ  結節点における乗り継ぎの満足度の向上 

目標Ⅱ  山間部における路線バスの利便性向上 

目標Ⅲ 
 公共交通マップの配布等による公共交通に対する 
 認知度・関心度の向上 

22 



■ 検証方法 
交通結節点でのアンケート調査（乗り継ぎの満足度 など） 

■ 検証結果 

 

 

 

 

結節点における乗継の満足度の向上 目標Ⅰ 

重信中心部： 大変満足4％、やや満足7％ 
重信山間部： 大変満足4％、やや満足7％ 
川内中心部： 大変満足5％、やや満足9％ 
川内山間部： 大変満足4％、やや満足2％ 

重信中心部： 大変満足  6％、やや満足13％ 
重信山間部： 大変満足10％、やや満足14％ 
川内中心部： 大変満足12％、やや満足13％ 
川内山間部： 大変満足23％、やや満足  8％ 

6%

10%

12%

23%

13%

14%

13%

8%

40%

28%

45%

37%

22%

10%

17%

20%

19%

38%

13%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重信中心部

重信山間部

川内中心部

川内山間部

H24 市内バスの取り組みに関するアンケート調査

（路線バスの乗り継ぎの満足度）

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大いに不満

H24 

4%

4%

5%

4%

7%

6%

9%

2%

43%

32%

38%

33%

26%

25%

28%

29%

19%

34%

20%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重信中心部

重信山間部

川内中心部

川内山間部

H22 移動に関するアンケート調査

（路線バスの乗り継ぎの満足度）

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大いに不満

H22 

23 

（H22.9実施） 

（H24.9実施） 



結節点における乗継の満足度の向上 
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11%

16%

18%

21%

44%

38%

14%

12%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスとバス

の乗り換え

バスと鉄道

の乗り換え

H25 山間部を対象とした住民アンケート調査

（路線バス乗り換えの満足度）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

H25 （参考） 

バスと鉄道の乗り換え： 満足16%  やや満足21% 
バスとバスの乗り換え： 満足11%   やや満足18% 

※山間部の世帯内で移動に不便を感じている人が回答 

※選択項目の「わからない」を除いた集計 

目標Ⅰ 

（H25.8実施） 

6

2

0

5

2

1

4

1 1

3

2

1

0

1

2

3

4

5

6

7

0～5分 6～10分 11～15分

横河原駅前バス停～横河原駅での

各山間路線 ⇔ 鉄道横河原線の乗換時間

滑川線（8便） 河之内線（8便） 松瀬川線（5便） 井内線（6便）
（便）

■ 目標１の評価 

  全ての地域で満足度が向上し 

ており、事業の成果として評価で 

きる。 



山間部における路線バスの利便性向上 

■ 検証方法 
●住民へのアンケート調査（公共交通利用の満足度：運行本数） 

●バス路線の乗降客数調査  

■ 検証結果 

重信中心部： 大変満足7％、やや満足8％ 
重信山間部： 大変満足3％、やや満足8％ 
川内中心部： 大変満足8％、やや満足7％ 
川内山間部： 大変満足5％、やや満足5％ 

重信中心部： 大変満足  7％、やや満足12％ 
重信山間部： 大変満足12％、やや満足 9％ 
川内中心部： 大変満足18％、やや満足14％ 
川内山間部： 大変満足26％、やや満足 18％ 

7%

3%

8%

5%

8%

8%

7%

5%

37%

21%

30%

23%

25%

19%

30%

24%

23%

49%

25%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重信中心部

重信山間部

川内中心部

川内山間部

H22 移動に関するアンケート調査

（運行本数の満足度）

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大いに不満

H22 

7%

12%

18%

26%

12%

9%

14%

18%

37%

12%

44%

21%

21%

21%

11%

21%

23%

46%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重信中心部

重信山間部

川内中心部

川内山間部

H24 市内バスの取り組みに関するアンケート調査

（運行本数の満足度）

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 大いに不満

H24 

25 

目標Ⅱ 

（H22.9実施） 

（H24.9実施） 



山間部における路線バスの利便性向上 
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目標Ⅱ 

11% 18% 25% 18% 27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数に

ついて

（N=318）

H25 山間部を対象とした住民アンケート調査

（運行本数の満足度）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

H25 

運行本数について： 満足11%  やや満足18% 

※山間部の世帯内で移動に不便を感じている人が回答 

※選択項目の「わからない」を除いた集計 

（参考） 

（H25.8実施） 

12.0%

8.6%

22.5%

10.1%

8.2%

21.3%

16.6%

17.1%

13.8%

2.1%

2.7%

2.3%

20.5%

21.8%

10.8%

38.6%

41.6%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスの利用によってあなた自身の

生活が便利になった（N=523）

送迎の手間が減ってあなた

自身の生活が便利になった（N=486）

自動車を利用できない高齢者

などの生活が便利になった（N=520）

H25 山間部を対象とした住民アンケート調査

（路線バスの改善による生活の変化）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない

H25 （H25.8実施） 
●自動車を利用できない人の生活

が便利になった：43.8％ 
 

●送迎の手間が減った：16.8％ 
 

●自分の生活が便利になった：

22.1％ 
 

※山間部の世帯内で移動に不便を感じている
人が回答 

■ 目標２の評価 

     全ての地域で満足度が向上しており、事業の成果として評価できる。 



公共交通マップの配布等による公共交通に対する 
認知度･関心度の向上 

■ 検証方法 
●住民のアンケート調査 

  ① 公共交通の認知度 

  ② 外出時の移動手段の分担率 

  ③ 公共交通利用での外出頻度 

■ 検証結果 

70%

72%

82%

82%

30%

28%

18%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重信中心部

重信山間部

川内中心部

川内山間部

H24 市内バスの取り組みに関するアンケート調査

（市内バス路線の取り組みの認知度）

知っていた 知らなかった

H24 

56% 44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行内容改善を

H25 山間部住民アンケート調査

（市内バス路線の運行内容改善への認知度）

知っている 知らない

H25 

①公共交通の認知度 H25の調査は世帯内で移動に不便を感じている人が回答 
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 ・市内バス路線の取り組みの認知度（H24）は 
  重信地区に比べて川内地区の方が高くなった。 
 ・運行内容改善への認知度（H25）は56％の人が知っ  
  ていると回答した。 

目標Ⅲ 

（H24.9実施） 



公共交通マップの配布等による公共交通に対する 
認知度･関心度の向上 

② 外出時の移動手段の分担率 
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 路線バス再編により外出頻度が増加した人：

22.8% 
 

※山間部の世帯内で移動に不便を感じている人が回答 

目標Ⅲ 

22.8% 75.2%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25 山間部を対象とした住民アンケート調査

（路線バス再編による外出頻度の変化）

増加した 変わらない 減尐した

16.7% 46.7% 20.0% 10.0% 6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25 山間部を対象とした住民アンケート調査

（路線バスの利用増加数）

年に10回以下 1～4回/月 5～9回/月 10～19回/月 20回以上/月

H25 

■ 目標３の評価 
  外出頻度が増加した人が22.8％と、路線バス再編、またそれにともなう情報 
 周知等による効果が認められた。 



【 資 料 】 

東温市地域公共交通活性化プラン 

の事業実施内容 
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市民の生活を確保する持続可能な
おでかけ手段の構築

市民が主体となって「創り」「守り」
「育てる」地域のおでかけ手段

地域活力の向上に資する公共交通

(1)山間地域のバス路線の再編

(2) 中心部の移動利便性向上

(3) 利用しやすい公共交通環境の構築

(4) 市民・行政・交通事業者が協働で
「創り」「守る」 新たなおでかけ交通

(5) 公共交通の維持存続に向けた施策

(6) 地域活性化に向けた交通まちづくり

(7) 観光資源を活かす公共交通

基 本 目 標 目標達成に向けた取組方針

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

① 山間地域のバス路線の再編 ○ ○

② 拠点施設までの移動利便性向上 ○ ○

③ 使いやすい公共交通利用促進冊子の作成 ○

④ 地域と協働でつくる待合環境 ○

⑤ 市民・行政・交通事業者が協働で「創り」「守り」「育てる」公共交通 ○ ○

⑥ モビリティ・マネジメントの実施 ○

⑦ 拠点施設と連携した公共交通の魅力向上 ○

⑧ 観光アクセス交通としての公共交通の活用 ○

　　事  業  内  容
目標達成に向けた取組方針

東温市地域公共交通活性化プランの事業一覧 
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３． 
使いやすい公共交通利用促進冊子 
（利用促進・マップ・時刻表）の作成 

■公共交通利用促進冊子の作成 
   東温市公共交通便利帳を作成・配布（平成26年） 
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３． 
使いやすい公共交通利用促進冊子 
（利用促進・マップ・時刻表）の作成 

■事業の評価 

 ●冊子の認知度 

   全戸に配布するとともに、主要拠点に配置 

 ●満足度 

   転入者アンケート結果 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

■事業の評価（まとめ） 

 ●市内の公共交通情報をまとめた冊子を作成し、全戸に配布した。 

 ●転入者MMで活用し、有効性が確認できた。 

 

  

  

    

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

13.3% 43.3% 40.0%

3.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=30）

【H26年度 転入者MM】 東温市公共交通便利帳の満足度

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 わからない

満足度 
（満足、やや満足を選択） 

56.6％ 
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４． 地域と協働でつくる待合環境 

■事業内容 

 ●地域住民と協働でバス停へのベンチ設置 

    ⇒ 実施できていない。 
 

 ●周辺施設と協力して待合環境向上 
   川上農協前バス停にベンチ２基設置 
   （協力：松山市農協川上支所・松山生協川上店） 
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■事業の評価（まとめ） 

 ●事業に広がりを持たせるために、モデル的な取り組みを検討する必
要がある。 

 

  

 

 

  

  

    

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 



５． 市民・行政・交通事業者が協働で「創り」「守り」「育てる」公共交通 

■おでかけ手段構築に向けた地域住民との協働 
   ・上林地区における「予約型乗合タクシー」導入に向けた座談会開 

催により運行サービスを検討 

   ・井内地区でも同様に座談会開催⇒結果的にバス路線は存続 
 

■市民自らが公共交通を守り育てる活動の支援 
   ・市民の公共交通活性化の取り組みに対する助成を実施 
   ・地域勉強会を開催 
     【平成26年度】 
       ①交通まちづくりワークショップ（2回） 
       ②地域のおでかけ手段を考える勉強会 
       ③住民主体の取り組みを考える勉強会 
       ④上林地区座談会の開催 
 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

●事業の評価 

  助成制度、座談会開催、地域勉強会等を適切に開催し、地域公共
交通活性化に市民を巻き込んだ動きを行うことができた。 

   

  
 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

34 



６． モビリティ・マネジメントの実施 

■転入者モビリティ・マネジメント 
   ・転入者に対するMMを実施（平成26年） 

    

  

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

9月以前の
東温市への転入者

転入者を対象に市役所窓口にて
アンケート及び利用促進ツールの配布

効果計測アンケート（郵送配布・回収）

転入者ＭＭの効果分析

1カ月後

▲モビリティマネジメント実施フロー 
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６． モビリティ・マネジメントの実施 

■事業の評価 
 ●利用率の違い（MM実施・未実施） 

 

 

 

 

 

 ●MM参加者数 

   平成25年10月～平成26年1月に東温市へ転入した152世帯 

 ●MM実施することで公共交通サービスを知った上で交通行動の変容
効果が確認できた。 

 ●継続的な取り組みとするために、関係部署を巻き込んで実施するこ
とが望ましい。 

  
 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

利用あり

14.8%

利用あり, 6.8%

利用なし 85.2%

利用なし, 93.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

MM対象者

（N=54）

MM非対象者

（N=88）

転入後の市内の路線バス利用について

転入後に路線バスを利用した人 

MM対象者： 14.8％ 
MM非対象者： 6.8％ 
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６． モビリティ・マネジメントの実施 

■住民モビリティ・マネジメント 
   ・広報誌に公共交通情報を適宜掲載した 

    

  

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

■事業の評価 
 ●広報誌に継続的に公共交通に関するトピックを掲載することで市民

に現在の取り組みを尐しずつ知っていただくことができた。  

 

  
 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

▲広報とうおんへの掲載例 
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６． モビリティ・マネジメントの実施 

■子どもモビリティ・マネジメント 
   ・「バス応援団認定制度」を創設し、子どもたちに公共交通に対して

親近感を持ってもらうための取組みを推進した。  

  

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

■事業の評価 
 ●公共交通を考えるキッカケとなる取り組み 

  実施することができた。 

  

 

  
 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

▲バスおうえんだん団員証 
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７． 拠点施設と連携した公共交通の魅力向上 

■生涯学習やイベントとの連携 
   ・イベント実施主体との連携による取り組みはなされていない。 

   ・イベントではないが、上林地区予約制乗合タクシーで生涯学習の
拠点である「中央公民館」に停留所設置 

    

  

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

■事業の評価 
 ●イベントや生涯学習実施主体との連携がなされておらず、具体的な

事業が未実施である。 

 ●今後は、利用促進の一環として各種主体との連携を検討する必要
がある。 
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８． 観光アクセス交通としての公共交通の活用 

■市内観光地への公共交通アクセス情報の提供 
   ・市民主体の活動支援において、 

    「みんなの公共交通を考える 

    会」がお出かけ情報を取材し、 

    ホームページに掲載 

   ・横河原商工連盟が横河原商 

    店街周辺の情報やイベント 

    情報を掲載したマップを作成 

    

  

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

■事業の評価 
 ●市民協働の枞組みを通して、情報提供を行うことができた。 

  

 

  
 

  

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

▲みんなの公共交通を考える会のホーム  
  ページのお出かけ情報掲載のようす 
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東温市における 
地域公共交通の現状について 

（連携計画策定以降） 

平成２７年１１月１２日 

東温市地域公共交通活性化協議会 

1 

【資料４】 



2 

① 東温市の人口の推移 

市の人口は平成21年までは増

加傾向にあったが、以降は人口
減尐傾向に。 
平成23年と27年を比較した人口

増減率ではマイナスとなってい
る行政区が多く見られる。 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

H23 H24 H25 H26 H27

東温市の高齢化率の推移

重信 川内 全体

住民基本台帳の

各年3月1日のデータより

高齢化率も高くなっている。 

行政区 H23 H24 H25 H26 H27

山之内 240 232 223 213 204 -15.0
樋口 1,297 1,258 1,280 1,288 1,279 -1.4
横河原 2,360 2,359 2,332 2,319 2,315 -1.9
志津川 3,271 3,219 3,218 3,318 3,478 6.3
西岡 801 827 825 811 769 -4.0
見奈良 1,683 1,666 1,664 1,624 1,626 -3.4
田窪 3,322 3,300 3,294 3,258 3,254 -2.0

田窪団地 548 554 559 555 548 0.0
牛渕 1,911 1,947 1,972 1,966 1,961 2.6

牛渕団地 1,167 1,181 1,183 1,119 1,085 -7.0
播磨台団地 292 296 290 289 304 4.1

上樋 423 415 410 411 410 -3.1
南野田 615 628 630 626 627 2.0
北野田 1,787 1,787 1,776 1,749 1,755 -1.8

北野台団地 156 154 160 157 164 5.1
新村 548 540 540 542 521 -4.9
上林 870 850 838 822 814 -6.4
下林 1,498 1,502 1,497 1,479 1,456 -2.8
上村 486 485 477 475 471 -3.1

小計 23,275 23,200 23,168 23,021 23,041 -1.0

河之内 656 634 605 578 564 -14.0

則之内東 665 652 642 641 619 -6.9
則之内西 1,026 1,024 1,009 1,002 999 -2.6
井内 263 245 233 242 237 -9.9
滑川 87 82 77 74 72 -17.2
土谷 113 119 111 107 108 -4.4

奥松瀬川 326 312 305 303 294 -9.8
前松瀬川 324 323 319 317 315 -2.8
横灘団地 800 792 793 797 809 1.1
北方東 711 707 721 700 699 -1.7
北方西 783 794 772 749 758 -3.2
町東 1,197 1,242 1,230 1,227 1,220 1.9
町西 1,245 1,244 1,266 1,258 1,246 0.1
南方東 2,281 2,261 2,265 2,262 2,296 0.7
南方西 822 823 822 829 812 -1.2

小計 11,299 11,254 11,170 11,086 11,048 -2.2

合計 34,574 34,454 34,338 34,107 34,089 -1.4

住民基本台帳より（各年3月1日時点）　　　　　人口増減率=((H27-H23)/H23)*100

人口 人口増減率
（H23：H27）

重
信
地
区

川
内
地
区



② 東温市の機能集積状況 

3 

施設の集積状況については 
H22年度（連携計画策定時）と 
比べて大きな変化はなし 

中心部では志津川土地区
画整理事業等の整備が進
んでいる 

新 た な 施 設 
 

【H26】なめがわ清流の森 
    （屋外活動研修施設） 
 

【H27】よしいのこども館（児童館） 



0

200

400

600

800

1000

1200

1400

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

牛渕団地前 牛渕 田窪 見奈良 医学部南口 横河原
（人）

（伊予鉄道株式会社）輸送実績より

③ 東温市の鉄道利用状況 
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

ピーク
(S49)

S50 S55 S60 H2 H7 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（千人）

（伊予鉄道株式会社）輸送実績より

伊予鉄道利用者数の推移 

駅別日平均利用者数の推移 

平成10年頃以降は 
利用者数はほぼ横ばい 
傾向となっている。 

平成20年以降はほぼ 
横ばい傾向となっている。 



H21年5月～H23年9月 H23年10月～H26年9月 H26年10月～

運行日 毎日 毎日 毎日

運行便数
【平】川内方面発29便/川内方面行き32便
【土】川内方面発27便/川内方面行き29便
【日祝】川内方面発24便/川内方面行き25便

【平】川内方面発30便/川内方面行き32便
【土】川内方面発28便/川内方面行き30便
【日祝】川内方面発27便/川内方面行き28便

【平】川内方面発30便/川内方面行き32便
【土】川内方面発28便/川内方面行き30便
【日祝】川内方面発27便/川内方面行き28便

運行内容 ・さくらの湯発着便の増便
・湯谷口系統の廃止
・川内グリーンタウン系統：
　さくらの湯経由なし

運行日 月～土曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数
【平】海上発5便/海上着4便
【土】海上発4便/海上着3便

【平土】海上発5便/海上着4便 【平】海上発5便/海上着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・土曜日の運行便数増

・土曜日運休

運行日 月～土曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数 【平土】白猪滝口発4便/白猪滝口着3便 【平土】白猪滝口発5便/白猪滝口着4便 【平】白猪滝口発4便/白猪滝口着4便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・運行便数増

・土曜日運休
・平日減便

運行日 月～金曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数 【平】松瀬川発2便/松瀬川着2便 【平土】松瀬川発4便/松瀬川着4便 【平】松瀬川発3便/松瀬川着3便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・土曜日の運行開始
・運行便数増

・土曜日運休
・平日減便

運行日 月～土曜日 月～土曜日 月～金曜日

運行便数 【平土】井内北間発4便/井内北間着4便 【平土】井内北間発5便/井内北間着5便 【平】井内北間発3便/井内北間行き3便

運行内容
・東温市役所発着便の新設
・運行便数増

・土曜日運休
・平日減便

運行日 毎日 毎日 毎日

運行便数
【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

【平】木地発6便/森松発6便
【土日祝】木地発4便/森松発4便

運行内容

上林線 運行日 -
新設
・運行便数：上林発4便/上林着4便
・運行日：月～土曜日

路線バスの運行終了
予約制のりあいタクシーの導入

森松
横河原線

川内線

滑川線

河之内線

松瀬川線

井内線

④ 市内路線バスの運行内容の推移 

5 
東温市地域公共交通総合連携計画策定（H23.3） 東温市地域公共交通活性化プラン策定（H26.2） 



⑤ 現在の市内路線バス運行状況 

6 

現在の運行状況（Ｈ27.10現在） 

【川内線】湯谷口系統廃止 
 

【山間路線】土曜日運休 
 

【河之内線、松瀬川線、井内線】
減便 
 

【上林線】路線バス運行は終了し、
予約制乗合タクシーへ移行 

環境の変化 
●川内バスターミナル新築 
  ・待合環境整備 
  ・多目的トイレ設置 
  ・木製ベンチ設置 
 

●横河原駅 
  ・駅前ロータリー化 
  ・駅舎バリアフリー化（H28.2～） 
  ・駅周辺整備（H27～28実施） 

予約制乗合タクシー
運行区域 

川内線：平日31往復 
    土日祝29往復 

森松横河原線：6往復 

松瀬川線：3往復 滑川線 
：4.5往復 

河之内線 
：4往復 

井内線 
：3往復 



⑤ 現在の市内路線バス運行状況 
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0～5分 6～10分 11～15分

横河原駅前バス停～横河原駅での

各山間路線 ⇔ 鉄道横河原線の乗換時間

滑川線（8便） 河之内線（8便） 松瀬川線（6便） 井内線（6便）
（便）

横河原での山間路線と鉄道の乗り継ぎ時間（再掲） 

0～5分 
で鉄道に乗り継げる便が多い 
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横 河 原
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川 上 農 協 前

⑤ 現在の市内路線バス運行状況 

8 

川内線の運行状況 

基本は30分おきに運行。 
朝夕の通勤・通学時間帯にはさらに密なダイヤとなっている 



⑥ 乗合交通空白圏域 

9 

予約制乗合タクシー
運行区域 

乗合交通空白圏域 



⑦ 現状のまとめ 

10 

○人口が減尐し、高齢化が進行（山間部では顕著） 

○鉄道のサービス水準は変わっていないが、利用者数は微減 

○市内山間路線は、見直しにより新たなサービスで運行中 

○鉄道との乗継利便性高い（結節点整備も進行中） 

○幹線である川内線のサービス水準も高い 

○乗合交通の圏域に入っていない地区が存在する 

 



【資料５】 

 

地域公共交通網形成計画検討分科会の設置について（案） 

 

 

１．目的 

計画素案の作成を行うことを目的に本協議会内にワーキンググループとして計画検討分

科会を設置する。 

 

２．位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．分科会構成 

５人程度（協議会委員又は委員と同一組織内の者で委員が推薦する者） 

 

４．スケジュール（予定） 

時 期 内 容 

平成２７年１１月１２日（木） 

平成２７年度第２回協議会 

◆これまでの取り組みの評価 

◆分科会の設置 

平成２７年１１月～平成２８年１月 分科会の開催（月２回程度） 

平成２８年２月上旬 
平成２７年度第３回協議会 

 ◆計画素案の提示 

平成２８年２月下旬 
平成２７年度第４回協議会 

◆計画最終案の提示 

平成２８年２月下旬（２週間程度） パブリックコメント（意見公募） 

平成２８年３月中旬 計画の決定 

 

分科会の設置 検討結果の報告 

各種資料の提出 

東温市地域公共交通活性化協議会 

地域公共交通網形成計画検討分科会 

事務局（東温市都市整備課） 

計画案の協議 

計画最終案の協議 



【資料６】 

 

東温市地域公共交通網形成計画検討分科会設置規程（案） 

 

平成27年  月  日制定 

（趣旨） 

第1条 この規程は、東温市地域公共交通活性化協議会規約（以下「規約」という。）

第10条の規定に基づき、東温市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）

の分科会として設置する東温市地域公共交通網形成計画検討分科会（以下「分科会」

という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（所掌事務） 

第2条 分科会は、規約第3条第1号に掲げる地域公共交通網形成計画の策定について、

専門的な調査又は検討を行うものとする。 

 

（組織） 

第3条 分科会を構成する委員（以下「委員」という。）は、協議会の会長が指名す

る。 

  

（分科会長） 

第4条 分科会に分科会長を置く。  

2 分科会長は、委員の互選により定める。  

3 分科会長は、分科会を代表し、分科会を掌握する。  

4 分科会長に事故があるとき又は分科会長が欠けたときは、あらかじめ分科会長が

指定する者がその職務を代理する。  

 

（会議） 

第5条 分科会の会議（以下「会議」という。）は、分科会長が招集し、議長となる。 

2 会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

3 分科会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、資料を提出さ

せ、又は会議への出席を依頼し、助言等を求めることができる。 

 

（協議結果の取扱い） 

第6条 分科会において協議を行った事項については、協議会へ報告するものとする。

  

（庶務） 

第7条 会議の庶務は、協議会事務局が行う。 

 

（委任） 

第8条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 

   附 則  

（施行期日） 

1 この規程は、平成27年  月  日から施行する。 

（有効期限） 

2 この規程は、東温市地域公共交通網形成計画の策定をもって、その効力を失う。 


